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Abstract

Weconductedsurveyson5and6gradeElementarySchoolchildreninNagasaki

Prefecture，andinbothcitiesandremoteislandsinOkinawaPrefectureofJapan，inorder

toclarifycurrentlifestyles,mentalhealth(depressiontrends,interpersonalstress,feelings

ofinefficiencyandtempestuousness)andthepsycho-socialschoolenvironmentofchildren

inremoteislandsThisresearchaimstoinvestigatecorrelationsbetweenthemental

health，lifestylesandpsycho-socialschoolenvironmentofchildreninremoteislandsT-test

resultsforlifestyleshowedboysinremoteislandｓｇｅｔｕｐｅａｒｌｉｅｒａｎｄｓｐｅｎｄｌｅｓｓｔｉｍｅｏn

thecomputer，playingwithparentsandexercismg、Girlsinremoteislandssleepearlier，

eatmorebynotleavingleftovers，exercisemoreoutsideclass，spendlesstimestudying

outsideschoolhoursandhaveagreaterawarenessoftheirgrades・Also，ｂｏｔｈｂｏｙｓａｎｄ

girlsinremoteislandstendtohavemoresiblingsandparticipatemoreｉｎｌｏｃａｌｅｖｅｎｔｓ

ｌｎｒｅｇａｒｄｔｏｔｈｅｐｓｙｃho-socialschoolenvironment，girlsinremoteislandsshoweda

significantlyhigherlevelofsatisfactionwiththeirschooLandchildreninremoteislands

weremorelikelyｔｏｆｅｅｌｔｈａｔｔｈｅｉｒｓｃhoolenvironmentwas1comfortable'・Concerning

componentsofmentalhealth，boysmremoteislandsdemonstratedsignificantlyhigher

interpersonalstress，ａｎｄgirlstendedtohavesignificantlystrongerfeelingsofinefficiency・

Alsqinregardtocorrelationsbetweenmentalhealth，lifestyleandthepsycho-social

schoolenvironment，bothboysandgirlsproducedlowthoughsignificantcorrelationsover

severalitemslnparticular，significantcorrelationswerefoundbetweenmentalhealthand

satisfactionwithsｃｈＯｏｌｉｎｍａｎｙｉｔｅｍｓｆｏｒｂｏｙｓｉｎｃｉｔｉｅsandgirlsinremoteislands，

suggestingthatsatisfactionwithschoolisanimportantfactorinchildrenIsmentalhealth．
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Ｌはじめに

「島国日本」とよく表現されるが、国土交通

省のホームページによるとわが国には6,852の

島があり、このうち本州、北海道、四国、九州

および沖縄本島の５島を除く6,847が離島であ

る（http://www・mlit・go.jｐ／crd／chirit/)。

すなわち、我が国は島で成り立っている国であ

り、島の集合体、あるいは島を構成要素とする

国家と言っても過言ではない。当然のことなが

ら、前述した5島には多くの都市部があり、同

じ国に属しながら他の離島部とは自然環境や社

会環境あるいは経済的状況に関してさまざまな

点で異なる場合が多い。近年、離島は経済水域

や海洋資源の確保等、わが国の国土保全に大き

な役割を果たしているほか、豊かな自然環境や

文化・歴史的遺産が国民の健康保養や癒しの場

を提供するなど、その役割と重要性はますます

大きくなっている。しかし、離島には、最近の

格差社会における弱者の地域としての立場、つ

まり全般的に自治体の財政が厳しく、加えて少

子高齢化が加速的に進んでいたり、人口減少率

が著しかったりする共通の問題を抱えている。

筆者らI)はこのような現状における離島の子ど

も理解を深化させる－つの方法として、沖縄県

における離島（竹富町）の小学生を対象に、メ

ンタルヘルスとライフスタイルの現状およびそ

れらと体力の関連について検討した。その結果、

離島の子どもは全国と比較して、中等度や高強

度の運動実施時間が少なかったり、体力とメン

タルヘルスの間に中程度の有意な相関が見られ

たりし、体力があるほどメンタルヘルスが良好

であることが示唆された。また、田原ら2)は、

長崎県五島列島中部島襖地域の児童・生徒の体

格および体力の特徴として、近年、体格による

地域差はなくなっているものの、住居地域の自

然環境を背景として、体力に関して小学生期に

おいては、離島部の子どもの方が優位であるこ

とを指摘した上で、授業研究や生活時間調査な

どの方向からさらに検討すべき内容であると述

べている。このように量的には少ないが離島の

子ども理解に関していくつかの研究が進められ

ている。しかし、筆者らの先行研究で対象とし

た離島は、人口流入が流出を継続的に上回って

いる地域である。つまり、人口統計学的に離島

としては異質な地域である沖縄県における竹富

町という１自治体（地域）のみの小学生を調査

対象としたことに加えて、比較したデータが全

国データであったため、当然その中には離島地

域の子どものサンプルが含まれており、一般的

な離島の「子どもの心と体」に関して明確な特

徴を見いだそうとする研究としては不十分な研

究デザインであった。また、他の先行研究にお

いても離島研究に関するさまざまな方法論上の

限界が見られる。したがって、その限界をでき

るだけ取り払い厳密な意味で離島の子ども理解

を図るには、更なる調査方法論上の工夫が求め

られるところである。これまで以上に離島地域

の子どもの心と体についてその現状を論究する

には、離島部とまったく正反対の地域と比較を

したり、１地域ではなく、複数の地域の子ども

を対象としたりするなど、より精織で発展させ

た計画による調査研究の実施が必要となる。さ

らに、今後子ども理解にとって重要なことは、

子どもに強く影響する要因を探索した上で解明

していくことではないだろうか。すなわち、子

どもの１日の生活はそのほとんどを学校で過ご

しており、学校環境と子どもの心身の関連性を

究明することはきわめて大切である。具体的に

は、学校環境の中でも心理社会的環境に対する

認知の重要性が強調され３Ｍ)、支援的・受容的

な学校環境は子どもの保健行動や主観的健康、

well-beingの発達の資源となり、一方、非支

援的・ネガティブな学校環境は、これらの危険

因子となることが示唆されており5)`)、心理社

会的学校環境の視点に立った子ども理解の究明

が望まれるところである。

本研究は、長崎県と沖縄県における都市部と

離島部の小学校高学年生を対象とし、データ収

集・分析することによって、離島における子ど

もの基本的なライフスタイルと心理社会的学校

環境およびメンタルヘルスに関する実態を明ら

かにするとともに、ベースラインデータを記述

し、その関連を検討することを主な目的とする。
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Ⅱ方法

１．対象

本調査に協力理解の得られる学校を選定し調

査依頼した上で、長崎県における３公立小学校

(都市部１校、離島部２校）の５年生147名、６

年生147名および沖縄県における12公立小学校

(都市部２校、離島部10校）の５年生221名、６

年生208名を調査分析対象者（表１）とした。

タルヘルス尺度短縮版の４尺度（抑うつ傾向、

対人緊張、非効力感、衝動性）１２項目8)を使用

した。その他、アレルギー体質2項目と年齢、

体格およびクラスの児童数に関する基本属性４

項目の計41項目を用いた。項目の詳細は以下の

通りである。

生活習慨に関して「入眠時刻」と「起床時刻」

については、直接あてはまる回答を分単位まで

記入させた。また、「今朝、起きた時は、すっ

きり目がさめましたか｡」「あなたは、ふだん、

朝食を食べますか｡」「あなたは放課後、学校で

の課外活動（部活動など）に参加していますか｡」

｢あなたは学校以外で習い事や活動（学習塾を

除く）に参加していますか｡」および「大便は

毎日どのように出ますか｡」の５項目では、そ

れぞれ１）すっきり目がさめた～３）眠くてな

かなか起きられなかった（以下においても左に

記した回答番号が１）である)、「毎日食べる」

～「まったく食べない｣、「参加していない」

｢運動・スポーツ系」「運動スポーツ系以外｣、

｢毎日ほとんど同じ頃にでる」～「数日でない

ことがある」の３件法で評定し、また、「あな

たは、ふだん、野菜をどのくらい食べますか｡」

｢食事を残すことがありますか｡」「あなたの主

な通学方法は次のうちどれですか｡」「あなたは

地域行事（地域の子ども会、運動会、お祭りな

ど）に参加しますか｡」および「あなたは、ふ

だんどのくらいお父さんやお母さんといっしょ

に外遊びや運動をしていますか｡」（長崎県にお

いては、「あなたは、ふだんどのくらい家の人

といっしょに外遊びや運動をしていますか｡｣）

の５項目では、各々「たくさん食べる」～

｢ほとんど食べない｣、「よくある」～「ほとん

どない｣、「徒歩」「パス」「自家用車」「その他｣、

｢よく参加する」～「見るだけ」および「とて

もよくする」～「まったくしない」の４件法で

評定した。「あなたは、ふだん、１日に何時間、

テレビやビデオ・ＤＶＤを見ますか｡」と「あ

なたは、ふだん、１日に何時間、コンピュータ

(ゲーム、ゲームボーイ、インターネットなど）

を使いますか｡」の項目では、「まったくみない、

あるいはしない」～「１日７時間以上」の９件

表１．県､学年､性および地域別分析対象者数棚一野
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県学年

沖縄県５年生

地域

那覇市

離島部

那覇市

離島部

那覇市

離島部

那覇市

離島部

長崎市

離島部

長崎市

離島部

長崎市

離島部

長崎市

離島部

女子

６年生男子

女子

長崎県５年生男子

女子

６年生男子

女子

２．調査期間と手続き

沖縄県では平成18年６月中旬～７月中旬、長

崎県においては同年７月に調査を実施した。ま

た、教室内で学級あるいは学年単位を原則とし

て、担任の指示のもと自記式の質問紙調査を用

いて行った。

３．調査内容

本調査に適用したライフスタイルと心理社

会的学校環境に関する質問項目は、主として

1997/1998年ＨBSC（ＷＨＯにおけるHealth

BehaviorSchool-agedChildrenStudyの略）

調査票で使用された内容を邦訳したものの一

部7)で、生活習慣16項目、学業成納認知１項目、

家族楢成２項目、両親認知２項目、学校満足

(心理社会的学校環境）３項目から成り、また、

メンタルヘルスに関しては、お茶犬式学校メン

－１０１－



ては、個人に対してクラスの児童数に関する調

査を実施しなかった｡）

お茶大式学校メンタルヘルス尺度短縮版の各

下位尺度３項目に関して、抑うつ傾向尺度は、

｢このごろ、ちょっとしたことで悲しい気持ち

になる｡」「泣きたいような気がする｡」「このご

ろ、つらい気持ちになることが多い｡｣、対人緊

張は「たくさんの人がいると、おどおどしてし

まう｡」「みんながおしゃべりしている中に、自

分から入っていけない｡」「新しい友だちと会う

と、とても緊張する｡｣、非効力感は、「いくら

努力してもダメなことが多い｡」「私には、じま

んできるところがない｡」「自分は役にたたない

人間だと思う｡｣、衝動性は「気にいらないこと

があると、あたりちらすことがある｡」「たいし

た理由もなく、かっとなることがある｡」「頭に

きて、物をこわしたくなることがある｡」であ

り、各々「全くあてはまらない」～「とてもよ

くあてはまる」の５件法で評定した。すなわち、

この尺度は得点が高いほどメンタルヘルスが悪

い方向を示唆する。

法で尋ねた。「あなたは、ふだん、授業以外で、

息切れをしたり汗をかいたりするくらいの運動

を１週間に何時間しますか｡」の項目では、「ぜ

んぜんしない」～「週に７時間以上」の６件法

で、また、「あなたは現在、塾や家庭教師など

学校以外のところで勉強していますか｡」の項

目では、「はい」「いいえ」の２件法により評定

した。

学業成績認知の１項目は、「最近の12ヶ月間

で学校でのあなたの成績は、どうだったと思い

ますか｡」で、「非常に悪い」～「とても悪い」

の５件法で評定した。

家族構成は、「いっしょに住んでいるご家族

は、あなたを含めて何人ですか｡」と「あなた

のきょうだいは、あなたを含めて何人ですか｡」

の２項目で、直接、あてはまる人数を記入させ

た。両親認知は、「あなたのお父さんは、どの

くらいやさしいですか。あるいは、こわいです

か｡」「あなたのお母さんは、どのくらいやさし

いですか。あるいは、こわいですか｡」の２項

目で、「とてもやさしい」～「とてもこわい」

の４件法を用いた。（ただし、長崎県の都市部

校と離島部の1校については、家族櫛成項目を

除外するとともに、両親認知に関しては長崎県

の３校とも調査を実施しなかった｡）

学校満足に関して、「あなたは、現在、学校

生活についてどう思っていますか｡」の１項目

については、「とても好き」～「まったく好き

ではない」の４件法で、「私たちの学校はいご

こちがよい（快適な）ところだ｡」と「私は、

この学校の一員であると感じている｡」の２項

目では、「とてもそう思う」～「まったくそう

思わない」の５件法で評定した。

また、基本属性に関する質問項目は、「今、

あなたは何歳ですか｡」「今、あなたの身長はだ

いたいどのくらいですか｡」「今、あなたの体重

はだいたいどのくらいですか｡」および「最後

に、今、あなたのクラスは男女合わせて何名で

すか｡」の４項目で、直接あてはまる数字を回

答させた。（ただし、長崎県の都市部校と離島

部の１校については、体格およびクラスの児童

数を除外するとともに、残る離島部１校につい

４．統計分析

評定尺度法で得られた回答番号をそのまま得

点化するとともに、データ解析にあたっては、

ＳＰＳＳ１ＬＯＪｆｏｒＷｉｎｄｏｗｓを使用し、対応の

ない平均値の差の検定（t検定）および相関分

析（Peason）を実施した。本分析における有

意水準は5％未満とした。

Ⅲ結果

１．ライフスタイルと心理社会的学校環境に関

する都市部と離島部の比較

ライフスタイルと心理社会的学校環境に関す

る都市部、離島部の平均値と標準偏差およびｔ

検定の結果を男子については表２，女子は表３

に示した。男子では、「入眠時刻」「１日のコン

ピュータ実施時間」「兄弟姉妹数」「地域行事の

参加頻度」「親との外遊びと運動時間」の項目

で都市部と離島間に有意な差が見られ、離島の

方が、夜寝るのが早く、コンピュータの実施時

間が少なく、また、兄弟姉妹数が多く、地域行
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表2．ライフスタイルと心理社会的学校環境に関する都市部と醗島部の平均値と標単偏差およびt検定の結果(小学5,6年生男子）

都市部 離島部

Ｍｅａｎ ＳＤｎ Ｍｅａｎ ＳＤｔｎｐ

１ふだん夜、何時頃寝ますか？

２ふだん期、何時頃起きますか？

３今朝、すっきり目が覚めましたか？（１～３）

４ふだん、朝食をどのくらい食べますか？（１～３）

５ふだん、やさいをどのくらい食べますか？（１～３）

６食事を残すことがありますか？（１～４〉

７１日に何時間.ＴＶ､ビデオ､ＤＶＤを見ますか？い～９）

８１日に何時間､コンピュータ(ｹﾞｰﾑを含む)をしますか？(1～9）

９授業以外で運動を1週間に何時間しますか？（１～６）

１０学校生活をどう思っていますか？（１～４）

ｕ塾や家庭教師など学校以外で勉強していますか？（１～２）

１２噸の12ヶ月間で､学校でのあなたの蝿はどうだったと思います力'?(l~5）

１３家族の人数（本人を含めて）は何名ですか？

１４きょうだいの人数(本人を含めて)は何名ですか？

１５お父さんはどのくらい｢やさしい｣か｢こわい｣か？（１～４）

１６お母さんはどのくらい｢やさしい｣か｢こわい｣か？（１～４）

１７地域行事にどのくらい参加しますか？（１～４）

１８ふだんお父さんやお母さんとどのくらい外遊びや運動をしますか？(1～4）

１９大便は毎日どのようにでますか？（１～３）

2O私たちの学校はいごこちがよい(快適な)ところだ｡(１～５）

２１私は､この学校の一員であると感じている｡（１～５）
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表3．ライフスタイルと心理社会的学校環境に関する都市部と離島部の平均値と標準偏差およびt検定の結果(小学5,6年生女子）

離島部都市部

ｎＭｅａｎＳＤｔＭｅａｎＳＤｎＰ

ｌふだん夜、何時頃寝ますか？

２ふだん朝、何時頃起きますか？

３今朝、すっきり目が覚めましたか？（１～３）

４ふだん、朝食をどのくらい食べますか？（１～３）

５ふだん．やさいをどのくらい食べますか？（１～３）

６食nJを残すことがありますか？（１～４）

７１日に何時間､ＴＶ､ビデオ､DVDを見ますか？（ｌ～９）

８１８に何時INIコンピュータ(ｹﾞｰﾑを含む)をしますか？(1～9）

９授業以外で運動を1週間に何時間しますか？（１～６）

１０学校生活をどう思っていますか？（１～４）

ｕ塾や家庭教師など学校以外で勉強していますか？（１～２）

121${近の12ケ月Ｍ１で､学校でのあなたの成績はどうだったと思います力)?(1~5）

１３家族の人数（本人を含めて）は何名ですか？

１４きょうだいの人数(本人を含めて)は何名ですか？

１５お父さんはどのくらい｢やさしい｣か｢こわい｣か？（１～４）

１６お母さんはどのくらい｢やさしい｣か｢こわい｣か？（１～４〕

１７地域行事にどのくらい参加しますか？（１～４）

１８ふだんお父さんやお母さんとどのくらい外遊びや運動をしますか？(l～4）

１９大便は毎日どのようにでますか？（１～３）

2O私たちの学校はいごこちがよい(快適な)ところだ｡(１～５）

２１私は､この学校の一員であると感じている｡（１～５）
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しているため、離島部の男子においてはメンタ

ルヘルスの下位尺度である「対人緊張」が都市

部の子どもに比べて、良くない結果であったと

言える。他方、女子の非効力感については、離

島の子どもの方が優れていると判断できよう。

事にも多く参加しており、親との外遊びや運動

時間が多いことが明らかになった。女子におい

ては、「入眠時刻」「食事の残量」「授業以外で

の運動時間」「学校以外での学習機会」「学業成

績認知」「兄弟姉妹数」「地域行事の参加頻度」

｢学校の居心地」の項目で同様に有意な差が認

められ、離島の子どもの方が、都市部の子ども

と比較して、夜、寝るのが早く、食事を残さず、

授業以外での運動時間も多く、また、学業成績

認知も高く、兄弟姉妹数が多く、地域行事にも

多く参加しており、学校を快適だと考えている

子どもが多いことが判明した。しかしながら、

学校以外での学習機会は、離島の子どもの方が

少なかった。以上より、男女ともに共通して都

市部、離島間で有意な差があった項目は、「兄

弟姉妹数｣、「地域行事の参加頻度」であった。

総じてみると、ライフスタイルと心理社会的学

校環境に関しては、男女とも離島の子どもの方

が良好であることが伺えた。

３．メンタルヘルスとライフスタイルおよび心

理社会的学校環境の関連

メンタルヘルスとライフスタイルおよび心理

社会的学校環境の関連を検討し、都市部と離島

部の比較を行うため地域別に相関分析を行った

(表５)。まずは、ライフスタイルに関して都市

部と離島部を比較すると、男子において都市部

は「目覚め」の項目ですべての下位尺度と低い

有意な相関が認められたのに対し、離島部は対

人緊張と衝動性のみであった。同様に、「朝食

摂取」では都市部では対人緊張以外の３下位尺

度（抑うつ傾向、非効力感、衝動性）と有意な

低い相関が認められたのに対し、離島部ではメ

ンタルヘルスの下位尺度との間にはまったく有

意な相関はなかった。また、この項目の女子に

おいて都市部では４下位尺度すべてで有意な低

い相関が認められたのに対し、離島部では抑う

つ傾向と非効力感のみであった。「コンピュー

タ使用時間」に関しても、都市部の男子におい

ては、抑うつ傾向を除く３下位尺度（対人緊張、

非効力感、衝動性）で有意な低い相関が見られ、

同じ項目の女子においては、男子と同様に都市

部で抑うつ傾向を除く３下位尺度で有意な低い

相関が認められた。また、「授業以外での運動

時間」の項目では、都市部の女子において対人

２．メンタルヘルスに関する都市部と離島部の

比較

メンタルヘルスに関する都市部と離島部の平

均値と標準偏差およびｔ検定の結果を表４に示

した。男子では「対人緊張」の下位尺度で都市

部と離島部間に有意な差が見られ、離島の子ど

もの方が得点は高かった。また、女子では「非

効力感」において同様に有意な差が認められ、

逆に、離島の子どもの方が得点は低かった。前

述したように、本メンタルヘルス尺度は得点が

高いほどメンタルヘルスが優れないことを示唆

表４．メンタルヘルスに関する都市部と離島部の平均値と標準偏差およびt検定の結果(性別）

都市部 離島部
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表５．メンタルヘルスとライフスタイルおよび心理社会的学校環境に関する相関分析(地域・性別,Peason）
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Ⅳ、考察

１．ライフスタイルと心理社会的学校環境に関

する地域比較

ライフスタイルと心理社会的学校環境の地域

差に関して、基本的生活習慣に関わる項目では、

ほとんどで離島部の子どもの方が良い結果を示

していたが、女子においてのみ「学校以外での

学習機会」について離島が有意に少ない結果と

なった。しかしながら、「学校以外の学習機会」

の多い方が明確に「生活習慣が良い」と断定す

ることはできず、やはり、総合的にみると離島

部の子どもの方が生活習慣は良好と判断できよ

う。離島部で少子高齢化が都市部より進んでい

ることを勘案すると、都市部に比べて離島は三

世代所帯の割合が多いと推察される。佐藤ら，）

は三世代所帯の方が、核家族世帯よりも朝食を

摂取する割合が多いと報告しており、離島部の

子どもの生活習慣が良いのは、「三世代所帯」

の割合が多いことが考えられる。本調査には、

祖父、祖母との同居に関する変数が設けられて

おらず即座に断定はできないが、都市部、離島

部といった地域差ではなく、祖父や祖母との同

居が子どものライフスタイルの違いに何らかの

影響を及ぼしている可能性は否定できない。ま

た、「地域行事への参加」については、都市部

緊張と非効力感の下位尺度で有意な低い相関が

見られたのに対し、離島部では有意な相関は認

められなかった。これら相関分析の結果を総合

的に判断すると、ライフスタイルとメンタルヘ

ルスの下位尺度については、離島部より都市部

の方が強い関連があることを示唆していると言

えよう。

また、メンタルヘルスと心理社会的学校環境

の３項目についてその関連性を見ると、都市部

男子においては、３項目ともすべての下位尺度

との間に低いながらも有意な相関が認められた

のに対し、離島部男子で有意な相関が見られた

のは、「学校生活」と「学校の一員」における

非効力感および「学校の居心地」における非効

力感と衝動性のみであった。他方、この関連性

における女子の特徴は、「学校生活」では都市

部でまったく有意な相関が見られなかったのに

対し、離島部では対人緊張を除く３下位尺度で

低い有意な相関があったことと、離島部では、

｢学校の居心地」と抑うつ傾向の間に有意なほ

ぼ中程度にあたる相関が認められたことである。

｢学校の一員」の項目では男子の都市部と同様、

両地域ともすべての下位尺度で低いながらも有

意な相関が認められた。
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との間に有意な差が見られ、離島部の子どもの

方が地域行事に多く参加していた。多くの質問

項目の中で男女とも有意差が認められた数少な

い項目でもあり、このことは特筆すべき結果で

ある。鹿児島市と与論町の成人を対象として都

市と離島の余暇行動を比較した福満らⅡ１１の調査

では、離島の余暇行動は家族行動型で、近所の

友人との余暇活動が多いことを指摘しており、

よって、「地域行事への参加」に関して離島部

が有意に多かったのは、これら離島部特有の余

暇行動が起因になっていると推察される。また、

｢地域行事への参加」と同様、男女ともに地域

間に有意な差が認められた兄弟姉妹数に関して

は、幼児の運動能力の地域差を検討する中で、

離島は団地や都市よりも平均家族人数が多く、

しかも家族構成に幅広い散らばりを示している

とした宗高ら''１の報告を引用することができよ

う。すなわち、この報告は先述した離島におけ

る三世代所帯の割合が多いことや兄弟姉妹数に

関して離島部が都市部よりも有意に多かった結

果を裏付ける調査研究として捉えることができ

る。また、心理社会的学校環境変数に関しては、

女子における「学校の居心地」の項目のみで地

域間に有意な差が見られた。高倉ら'2)は学校環

境一学校満足一自覚症状の因果櫛造モデルを検

討する中で、支援的な学校環境が提供された場

合、学校に対する満足度が高まりやすいと述べ

ると同時に、その関連は女子の方が強いと記し

ている。この報告から前述の結果を考察すると、

離島部の方が都市部に比べて支援的な学校環境

であり、男子に比べて女子の方が学校環境と学

校満足の因果関係が強く、よって女子にのみ地

域間において有意な差があらわれたと推察する

ことができる。

人の友人を強く意識することなく学校生活を過

ごすことが可能であるが、離島部では、￣旦、

友人関係が壊れてしまうと他の友人を持つこと

が困難であるため、日常的に対人緊張が高まっ

ているのではないかと推察される。小林ら'3)の

小学校高学年を対象にした先行研究において、

「女子において対人緊張や衝動性で離島部（竹

富町）は都市部（東京23区）より有意に高い値

になる」との調査結果があるが、今回は女子に

は有意な差が見られず、男子において前述の結

果が表出している。この点に関する理由は本研

究のデータからは明らかにできないが、これら

二つの研究結果を併合すると、小学校高学年と

いう発達段階における離島部の子どもの「対人

緊張」については都市部とは異なる何らかの様

相を有するのではないかと推察される。それに

反して、女子においては非効力感で離島部が有

意に低い値になっており、メンタルヘルスが良

好な結果となった。非効力感は自尊感情との高

い負の相関関係を示唆したりｌｉ１、自尊感情のあ

る側面を測定したりするものとして使用してい

る研究'５１もあることから、現時点ではこれらの

原因について明らかにできないが、離島部女子

では、都市部と比べて自尊感情の高い子どもが

多いと考えられる。

メンタルヘルスとライフスタイルとの関連に

ついて、４つの下位尺度と「目覚め」から「運

動頻度」の質問項目に至る28の相関分析の結果、

低いながらも都市部男子では、１９の項目で有意

な相関が見られたのに対し、離島部では９つの

みの項目でしか有意ではなく、同様に都市部女

子では、１８項目で有意な相関が認められたのに

対し、離島部では11項目であった。回答番号を

直接得点化し分析に用いているため、解釈には

限界があるが、このような差異は、都市部と離

島部の関連性についてその強弱が存在し、都市

部の子どもの方がメンタルヘルスとライフスタ

イルの関連性が強いことを示唆する－つの視点

であろう。加えて、都市部の男子と離島部の女

子でメンタルヘルスと学校満足（学校生活、学

校の居心地、学校の一員）の間に、ほとんどの

項目で有意な相関が見られ、子どものメンタル

２．メンタルヘルスに関する現状とライフスタ

イルおよび心理社会的学校環境との関連性

の地域比較

男子では対人緊張において離島部が有意に高

い値になっており、少人数クラスの弊害を指摘

することができる。つまり、都市部では、普段

からまわりに多くの友人がおり、特定の一人二
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ヘルスに対する学校満足の重要性が示唆された。

今後、更に研究手法を工夫して同様の研究を継

続・発展させ、これらの詳細な解明を図る必要

がある。

研究手法や内容を変えながら論究していく必要

があるだろう。
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